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などに発表 してきている。ここでのコメン トも、そこに述べたことを基礎 にしているので、詳
細はそれ らを参照していただきたい。
(1)平 壌城(長 安城)の 都市形態 を考える上で極 めて重要な平面構造について、学界で議論
が分かれている。20世 紀まで残っていた城壁 による4つ の区分、北城 ・内城 ・中城 ・外城
(図1参 照)が 、そのまま高句麗までさかのぼるのか、それ とも中城 ・外城は一体のものとし
て、3つ の区分のみであったのか、とい う問題である。それはすなわち、4区 分の中城 と外城













で全く同じである」、とい う4点 である。 しかしこれ らにっいては、①大路が高句麗時代からの
ものであることは正しいが、そこにある門が同時代の築造である必要はない。後代に城壁を造る
場合でも、門は既にある道路の上に造るはずである。②関野の高句麗築造否定の論拠のひとつで
ある。発見地点について、関野は 「城壁の下から」あるいは 「正陽門址附近」 とするが、崔羲
林は 「正陽門址から」とする。崔羲林は何にもとついて改めたのか、またどうして門の礎石とわ
かるのか説明がない。③運河があったことと城壁とは結びつかない。④城壁全体が、後代に修築
が繰 り返 しおこなわれている。そもそも城壁 自体の年代がわかるのであれば、このような議論は











593年 北城の築造を経て完工 を、基本的に採用 していただいている(閔 徳植 厂高句麗
平壌城の築城過程に関する研究」『国史館論叢』39、1992年 。 「高句麗の平壌城刻字城石に関
する研究」『韓国上古史学報』13号 、1993年)。 ただ、552年 から、宮闕が築造されはじめてい
る、という点は、わたしの理解 と異なる。この問題は、直接的な史料がないため、決着をっけに






























図1(東 潮 ・田 菱 古 一　の と 些 捺1995
図2(同 上書より)
図3韓 百謙の 「箕田図」
94
